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情報格差 (デジタルデバイド) 

10 Web ページ作成時の配慮 
 
 
 
 

情報発信 
個人が世界に向けて情報を発信することは、 

インターネットが普及する以前ではあまり考え 

られなかったことです。テレビやラジオといっ 

た放送、新聞による報道、書籍の出版などが広 

域に向ける情報発信の方法でした。しかし、現 

在では、インターネットによる情報発信がこれ 

らの方法に加わりました。 

インターネットは、世界中に広がった誰もが 

参加できるネットワークです。このインターネ 

ット上に個人が Web ページを作成し、公開する 

ことは、それほど難しいことではありません。 

公開のための Web サーバは、プロバイダ等と契 

約することで借りることができます。Web ペー 

ジは、HTML（ HyperText Markup Language） 

形式でファイルを作成し、これを Web サーバに 

保存することによって公開されます。このよう 

にして、個人の作った HTML が、インターネ 

ットを通して、世界中からアクセスされるよう 

になります。 

HTML は 、文書の論理構造や、文書の見栄え 

などをタグと呼ばれる文字で囲むことで記述す 

る も ので す。 この 約 束ご とに 従っ て作 られ た 
HTML フ ァイル をブラウ ザソフト で読み込む 

ことにより、 Web ページとして表示されます。 

HTML は、文書の他に、画像や音声、動画を扱 

ったり、他の Web ページへ接続（リンク ）でき 
るようにしたりすることもできます。また、文 

書を HTML 形式で保存することのできるワー 

ドプロセッサや、HTML を作成する専用のソフ 
トウェアもあります。 

個人の Web ページは、趣味の情報、日記（ブ 

ログ）、料理のレシピや郷土の紹介など、さまざ 
まなページがあります。インターネットの普及 

によって、気軽に世界に向けて、個人が情報発 

信をすることができるようになりました。 

情報格差(ディジタルデバイド) 
インターネットの普及が進むとともに、さま 

ざまな情報にアクセスできるようになりました 

が、逆にそれを使えない人が不利な立場にたた 

されるような状況になってきているともいえま 

す。 

不利な立場の人が生まれる原因のひとつとし 

て経済的な要因があります。インターネットを 

利用するためには情報通信機器や回線の費用を 

支払う経済力が必要です。また、地理的な理由 

として、通信回線などの情報基盤が整っている 

地域でないと利用できないことがあります。さ 

らに、現在の情報機器は、あらゆる人にとって 

決して使いやすいものではないため、高齢者や 

障害のある人たちが不利な立場にたたされるこ 

ともあります。例えば、障害のある人たちのた 

めに、使いやすくするための装置やソフトウェ 

アも開発されていますが、高価であったり、自 

分の障害にあった機器を選ぶための情報が少な 

い場合もあります。 

一方、Web ページを作成する情報の発信側に 

もいくつかの課題があります。例えば、画像を 

多用した Web ページは視覚に障害のある人に 
とって、利用しにくい場合があります。また、 

高齢者にとってはコントラストの低い文字は読 

みにくい場合があります。 

このようなことも含めて、さまざまな理由で、 
必要な情報を得ることができない、あるいはで 

きにくい人たちのことを情報弱者と呼ぶことが 

あります。これは、情報機器やインターネット 
の普及とともに新たに生じた格差であり、情報 

格差（ディジタルデバイド）と呼ばれます。こ 

のような情報格差の存在を認識し、格差を縮め 
るために身近なところから努力することが大切 

です。例えば 、授業で Web ページを作成する場 

合、伝えたい情報をさまざまな人に見てもらえ 

るように、ページの表示方法などに配慮して利 
用しやすさ（アクセシビリティー）を高めるこ 

となどが考えられます。 
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ユニバーサルデザイン 
 

 
 

大阪府の Web ページは、だれもが情報を得る 

ことができるユニバーサルデザインの実現をめ 

ざし、次の考え方に基づいて作成しています。 

授業で生徒に作成させる Web ページや学校 

の Web ページについても、このような指針にそ 

って見直すことにより、アクセシビリティーを 

高めることができます。 
 

ユ ニバ ーサ ルデ ザイ ンに つい て 

 

大 阪 府 で は 、 だ れ も が 情 報 を 得 る こ と が で きる 

「 情報 のユ ニバ ーサ ルデ ザイ ン」の 実現 をめ ざし て 

い ます 。 

高 齢者 、身 体の 不自 由な人 、キ ーボ ード やマ ウス 

を 利用 しに くい 人、 小さい 画面 を使 って いる 人、 初 

期 タ イ プ や テ キ ス ト 専 用 の ブ ラ ウザ を 使 っ て い る 

人 、そ の他様 々 な 人が 大阪 府の ホー ムペ ージ を訪 れ 

ま す。 大阪 府で は、そ のす べて の人 が戸 惑う こと な 

く 利用 する こと がで きる、 誰も が便 利で 使い やす い 

ホ ーム ペー ジづ くり を心 がけ てい ます 。 

 
「 情報 のユ ニバ ーサ ルデ ザイ ン」実 現の ため 、具 体 

的 に考 慮し たポ イン ト 

 
１．画像にはデータの一部に画像が伝える内容を具体的に 

説明するための文字を付け、画像が表示されない状態で 

も同等の内容が伝わるよう配慮しました。 

２．文字を読みやすいよう、背景色と文字などのコントラ 

ストに配慮しました。 

３．音声読み上げソフトの使用時、利用者が内容を適切に 

理解できるよう、読み上げ順などに配慮しました。 

４．メニューにマウスの矢印を合わせクリックすると、詳 

しいメニューが下方向に現れるプルダウンメニューは音 

声読み上げソフトで読み上げることが不可能なので使用 

しません。 

５．点滅したり動いたりする情報は人によっては読解不可 

能であったり、ひどい時には発作の原因になったりする 

ので使用しません。また、明示なしにページを入れ替え 

たり、新しいウインドウを開くことはしません。 

６．クリックをスムーズに行うことができるよう、リンク 

するテキストとリンクするテキストの間が狭くなりすぎ 

ないよう配慮しました。 

７．タイトル（ブラウザータイトルバー部分に表示される） 

は分かりやすく正確に付けました。 

８．できるだけ分かりやすい表現を心がけ、略語や外国語 

の乱用はしません。レイアウト目的で単語と単語の間に 

スペースをいれませんでした。 

９．フレームはできるだけ使わないようにしました。 

１０．すべてのページに一貫したナビゲーション(「前ペ 

ージ」「次ページ」「戻る」など)を配置しました。 

 

イ ン タ ー ネ ッ ト に お け る ア ク セ シ ブル な ウ ェ ブ コ 

ン テン ツの 作成 方法 に関 する 指針 

 
首 相官 邸 IT 戦略 会議・IT 戦 略本 部合 同会議（ 5 回 ） 

資 料 7 

 
【 様 々  な 形 式 に 適 切 に 変 換 で き る コン テ ン ツ を 作 

成 する ため の指 針】 

１．音声や画像で表示されるコンテンツには代替手段を提供 

すること 

２．色の情報だけに依存しないこと 

３．マークアップ及びスタイルシートは適切に使用すること 

４．自然言語の使用について明確にすること 

５．適切に変換できるような表を作成すること 

６．新しい技術を様々な形式に適切に変換できるページを保 

証すること 

７．時間の経過に伴って変化するコンテンツに対してユーザ 

の制御を保証すること 

８．ユーザインタフェースのアクセシビリティを保証するこ 

と 

９．特定の装置（デバイス）に依存しない設計であること 

１０．臨時の対応策を利用すること 

１１．インターネットの技術標準及び指針を使用すること 

 
【 理 解 が 可 能 で ナ ビ ゲ ー シ ョ ン が 可能 な コ ン テ ン 

ツ を作 成す るた めの 指針 】 

１．文脈やページの構成等の情報を提供すること 

２．ナビゲーションの仕組みを明確に提供すること 

３．ドキュメントは明確かつ簡潔であること 
 

http://www.pref.osaka.lg.jp/koho/informa

tion/universal.html 

(ユニ バー サルデ ザイ ンに つい て 大 阪府) から 引用 

 

Ｑ． Windows には、高齢者や障害のある 

人に配慮した機能があると聞きましたが、ど 

のようなものですか。 

Ａ．プログラム→アクセサリ→ユーザー補 

助に、画面の一部を拡大する「拡大鏡 」やマ 
ウスなどで文字を入力する「スクリーンキー 
ボード 」があります 。また、「スタート 」→ 

「コントロールパネル」の「ユーザー補助の 

オプション」では、テンキーをマウス代わり 

に 使う 機能 や画 面に ハイ コン トラ スト を つ 
ける機能などがあります。さらに、コントロ 

ールパネルのマウスでは、マウスのボタンを 

右きき用、左きき用のいずれかに設定できる 
など、さまざまな機能があります。 
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利用しやすい Web ページ 
 
 
 

１ 本時の位置  HTML の基本的なタグについて理解し、Web ページ作成ソフトなどで、Web ペー 

ジを作成する実習を終えたのちに行う。さまざまな Web ページを見ていることが望 

ましい。 

 
２ 指 導 目 標 利用しやすい Web ページを作成するための基本的な考え方を理解させ、その方法を 

習得させる。 
 

 

３ 目 標 行 動 高齢者や障害のある人たちに配慮した誰にとっても利用しやすい Web ページを作 

成することができる。 

 

４ 留 意 点 情報モラルの育成の観点から、次の事柄を理解させる。 

・ 情報弱者 

・ ユニバーサルデザイン 

・ アクセシビリティー 

・ 情報格差（ディジタルデバイド） 
 

５ 準 備 アクセシビリティーに優れた Web ページの URL を調べる。 

 

６ 展 開 

 学習内容 学習活動 留意事項 評価規準 

 

導 

入 

○ 誰 もが 利 用 しや す 

い施設 

○ 利 用 し や す い 施 

設 と は ど の よ う な 

ものかを考える。 

○ 公 共 施 設 等の バ 

リ ア フ リ ー の 考 え 

方を説明する。 

○ 身 近に ある も の 

で、子どもや高齢者 

に 配 慮 し た 建物 や 

交 通 手 段 の 例を あ 

げ る こ と が でき る 

か。 
 

 
 
 
 
 
 
 

展 

開 

○ 利用やすい Web ペ 

ージ 
 

 
 
 
 

○  ユ ニバ ー サ ルデ 

ザ インと Web アクセ

シ ビリティー 

○ 利 用 し づ ら い 

Web ペ ージ を閲 覧 

し、評価する。 
 
 
 
○  ユ ニ バ ー サ ル 

デ ザイン、Web アク

セ シ ビ リ テ ィ ー に 

つ いて学習する。 

○ 高 齢 者 や視 覚 に 

障 害 の あ る 人 に と 

っ て は 分 か り に く 

い も の が あ る こ と 

を示す。 

○ 障 害 の ある 人 だ 

け に 関 わ る も の で 

はなく、すべての人 

に 関 わ っ て い る こ 

とを理解させる。 

○ 行 間や テキ ス ト 

の色、背景などが見 

や す さ が 大 きく 影 

響 す る こ と を説 明 

できるか。 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

展 

開 

○ ア クセ シ ビ リテ ィ 

ーのチェック表 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 公的機関の Web ペ 

ージの評価 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 利用しやすい Web 

ページの作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 作成した Web ペー 

ジの評価 

○ ア ク セ シ ビ リ テ 

ィ ー の 優 れ た ペ ー 

ジを閲覧し、どのよ 

う な 点 が 工 夫 さ れ 

ているか考え、チェ 

ック表を作成する。 
 

 

○ 自 分 の 学 校 の  

Web ペ ージ など を  

見 て チ ェ ッ ク 表 を  

使って評価させる。 
 
 
 
 
 

○ ３ ペ ー ジ 程 度 の  

簡単な Web ページ  

を作成する。 

○ 画 像 や 背 景 も 必  

ず 入 れ る よ う に す  

る。 
 
 
 
 
 

○ チ ェ ッ ク 表 を も  

と にお 互い の Web  

ページを評価する。 

○ 単 に 見 る だ け で 

な く マ ウ ス を 画 像 

の 上 に 移 動 さ せ た 

り、リンクをたどっ 

た りす るな ど Web 

ペ ー ジ の 機 能 を 使 

うこと。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
○ Web ペー ジは 生  

徒 が 以 前 に 作 成 し  

たものでも良い。 

○ トップページ（ホ  

ーム）以外のページ  

に は 必 ず ト ッ プ に  

戻 る リ ン ク を つ け  

る な ど の ポ イ ン ト  

を示す。 

○ ペ ー ジ の 形 式 だ 

けでなく、適切な表 

現か、情報がまとま 

っ て い る か な ど 内 

容 面 の 評 価 も 加 え 

るよう教示する。 

 

○ 利 用し づら い ペ 

ー ジ と 比 較 して ど 

の よ う な 点 が工 夫 

さ れ て い る かを 説 

明できるか。 
 
 
 
○ 公的機関の Web  

ページが、さまざま  

な 人 に と っ て利 用  

しやすい Web ペー  

ジ で あ る 必 要が あ  

る 理 由 を 説 明で き  

るか。 
 
 
 
 
 

○  自 ら 作 成 す る  

Web ページのアク  

セ シ ビ リ テ ィー を  

高 め る こ と がで き  

たか。 
 

 

○ ア クセ シビ リ テ  

ィ ー に 関 す る評 価  

ができるか。 

 
 
 
 
 

ま 

と 

め 

○ まとめ ○ ア ク セ シ ビ リ テ 

ィ ー の 重 要 性 に つ 

いて理解する。 

○ 実 際 に 個 人 で 

Web ペ ージ を作 る 

場合は、画像に ALT 

属性を付けるなど、 

で き る と こ ろ か ら 

行うことを示し、他 

人 に 配 慮 す る 態 度 

の育成について、留 

意する。 

○ Web ページの作 

成に関連させて、情 

報格差（ディジタル 

デバイド）の説明が 

できるか。 

参考：みんなのウェブ 情報バリアフリーのための情報提供サイト（情報通信研究機構） 

http://www2.nict.go.jp/v/v413/103/accessibility/ 

http://www2.nict.go.jp/v/v413/103/accessibility/

